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附
則
第
二
十
六
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」に
改
め
、

「
若
し
く
は
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、「
第
七

条
の
二
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
号
表
第
一
号
表
の
一
利
益
及
び
損
失
勘
定
科

目
（
損
益
計
算
書
勘
定
科
目
）
借
方
の
項
中「

連
合
会
払

込
金
」

を「
連
合
会
交
付
金
返
還
金

連
合
会
払
込
金
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
号
表
第
二
号
表
の
一
利
益
及
び
損
失
勘
定
科

目
（
損
益
計
算
書
勘
定
科
目
）
貸
方
の
項
中「

債
権
引
受

手
数
料
」

を「
組
合
交
付
金
返
還
金
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
十
一
条
の
四
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
十
一
条
の
五
の

次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
十
一
条
の
十
六
第
二

項
の
改
正
規
定
及
び
第
十
二
条
の
八
第
一
項
の
改
正
規
定

は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総

務

省

国
土
交
通
省
令
第
三
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴

い
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭

和
四
十
七
年
建
設
省

自
治
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
都
道
府
県
知
事
」

の
下
に「（
市
の
区
域
内
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
の
長
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
行
な
う
」を「
行

う
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
四
十
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
並
び
に
商
業
登
記

法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
（
他

の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出

張
所
設
置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
名
古
屋
法
務
局
の
部
同
法
務
局
の
款
名
東
出
張

所
の
項
中
「
愛
知
郡
」
を
「
長
久
手
市

愛
知
郡

」
に
改
め
る
。

別
表
鹿
児
島
地
方
法
務
局
の
部
奄
美
支
局
の
款
同
支

局
の
項
中
「
大
島
郡
の
内

大
和
村

宇
検
村

瀬
戸
内
町

龍
郷

町

喜
界
町
」
を
「
大
島
郡
」
に
改
め
、
同
款
徳
之
島

出
張
所
、
沖
永
良
部
出
張
所
及
び
与
論
出
張
所
の
項
を

削
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
久
喜
支
局
」
の
下
に
「
、
川
口

出
張
所
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
船
橋
支
局
」
の
下
に
「
、
館
山

支
局
」
を
加
え
、「
及
び
成
田
出
張
所
」
を
「
、
成
田
出

張
所
及
び
い
す
み
出
張
所
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
上
越
支
局
」
の
下
に
「
、
佐
渡

支
局
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
三
項
中
「
富
田
林
支
局
」
を
「
岸
和
田

支
局
及
び
富
田
林
支
局
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
明
石
支
局
」
の
下
に
「
、
西

宮
支
局
」
を
、「
龍
野
支
局
」
の
下
に
「
、
社
支
局
」
を

加
え
、「
並
び
に
同
地
方
法
務
局
西
宮
支
局
管
内
兵
庫
県

芦
屋
市
に
属
す
る
地
域
内
の
商
業
登
記
の
事
務
」
を
削

る
。第

十
五
条
中
「
甲
賀
支
局
」
の
下
に
「
、
草
津
出
張

所
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
豊
田
支
局
」
の
下
に
「
、
西

尾
支
局
、
新
城
支
局
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
、
徳
之
島
出
張
所
、
沖
永

良
部
出
張
所
、
与
論
出
張
所
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
名
古
屋
法
務
局
の
部
の
改
正
規
定

平

成
二
十
四
年
一
月
四
日

二

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
十
一
条
第
三

項
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
四
年
一
月
十
六
日

三

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
四
条
第
一
項
の

改
正
規
定

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
七
十
四
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規

則
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
同
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二
号
、
抵
当
証

券
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二
十
二
号
）
第

二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録
規
則
（
昭
和

三
十
年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条
第
五
項
第
二

号
及
び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則
（
平
成
十
七

年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号

及
び
第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用
動
産
抵
当
登

記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十

六
条
第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記
規
則
（
平
成

十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条
第
五
項
第
二

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委

任
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
二
十
三
年

法
務
省
令
第
四
十
号
）
の

規
定
に
よ
り
そ
の
商
業
登

記
の
事
務
が
さ
い
た
ま
地

方
法
務
局
に
お
い
て
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

当
該
法
人
の
申
請
又
は
請

求
が
あ
っ
た
場
合
の
さ
い

た
ま
地
方
法
務
局
川
口
出

張
所

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十

日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委

任
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
二
十
三
年

法
務
省
令
第
四
十
号
）
の

規
定
に
よ
り
そ
の
商
業
登

記
の
事
務
が
千
葉
地
方
法

務
局
に
お
い
て
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
当
該

法
人
の
申
請
又
は
請
求
が

あ
っ
た
場
合
の
千
葉
地
方

法
務
局
館
山
支
局
及
び
い

す
み
出
張
所

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十

三
日

〇
総

務

省
、
財

務

省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

令
第
二
号

中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
九

号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
に
よ
る
地

域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事

業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
総厚
生
経
済

務

省
、
財

務

省
、

労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

産
業
省
、
国
土
交
通
省

令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
項
中
「
地
方
農
政
局
長
」
の
下
に「（
北
海

道
農
政
事
務
所
長
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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